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2B − 5 日本 ナ シ果実の 生長 k件 う細 腔 分解酵素の 変動

　　　　　　　　　　　
゜

山朱日召平、松 田 虹満 、垣 内典夫 （農株省　果醐

　　果実の 生長 、 成熟過程 での 生理 的 変イヒ IS、 果実σ）品 負の 改 良 、 取穫後 の 日持 き
、

貯飆 生、 カ・ エ 牲 と 勵魏 歯係 が 婦 。 t の 中ttR 衷の 肉填は細 踵 の懶 と掬係

し、　z σ  軟イヒ現象 に よ っ　て　、　嘘 彳麦のノf≧味 、 貯蔵 圭lt影響を 一ξ乙L る　。　一
丿盲、　篷長 過

経 で の 紬 艟 の 変イヒは 、収獲後 の あ9 い 1ε樹上 での 些理障害 k塞接 に圏係可 3 こ と

が 知 5 れ て い 3 。 生長過 1程で（η黒実」細｝皀壁 の 動的な 変イヒ王靄 べ ＆ こ と に よ ウ、 冫 本

S の 固題 ｛轍 へ の 糸口 ま ぶ た儒 であ3 う。 3　t
−
　1＝ ナ冫只 実   軟北 には 。撫 、

画 蜘 ’の 活硅』イヒ hX
“

　pa係 す3 こ と ま示、し花 。 ・兮回 は紬月巳壁 σ） も う「ひ じ つ

の 重旻嫁構 成｝翰 てあ る 他 就 跏 の ｛分鰍 翻 連 し蔦醗 素の 生長成熟 過程 での

変イヒ 包；検言寸しち
。

　　前年と 1司糅 に 、 黒叟の 生長段階 志果実重 と PMA量よ リ、紬胞分裂期、肥 ズ埠備
無・肥 文期 、厳熟期 に分 け蔦。 新餅重当 ・

，てみ た協会 、x卿 ・
、 ん藤 活性

は媒 期、 麟 期 C高く 、肥 夫期
・
ご危激 」低 下 しち 。 慧の 後臘 期 に な っ て再訳増

似 た ・ Lか し   ω 嘩 ・ 画 蜘 活’齢 、di・K ・P （bUha （9／6）
k続 い て 9／t3　k最　k と 慧 1）　．　 E の後急激 k 砥 下 し花の k 比 べ 、

こ の 繭 活性 IS（1／gよ
・ U

％」〜頃に 最大と 慧 V、過 熟 に な っ 1 も殆 ん ご｝威少 し＋＆か っ 忙 。   レ 活性 は

α 駈 駈脇 嫁脚 活牲 と同様蝋3 に最大 と蟹 冫・過熟 に什う て職少 辷

t： 。 β一x7kxkha 丿3一蜘 」 廷一蜘 鴻牲 1諭 亀 期 ・淬備期で
’
｝a発 zr，

P巴大其Rで減少 した 。　1 σ）後1漁 期 L； 再 ・武増カロ し麦告め過熟 と 共ll増力［】 L 続 げt“ 。　δ・一

一 活牲 は化の 脚 尭牲 よ りも高か っ 蔦 楓 成熟期 ヒ 孤 ・ て

t　rktDし9bN う t＝ 。 9kxPtmo
，
　im ，　MaJntt・a，vLa

丿 β一蜘 ・ 括

蜘 乱 醸 k つ 紅 碗 イヒ し て く 3イ頃鉢 あ nF − ・ しか し β一蜘 購
， ε一

X蜘 は 成熟 瞬 で ぱ駘 レ どが 細胞壁 iて結 合 し て お り、 イォ ン強度ま 上 げて 七
1司「ラ容ノ在二　し　「屡に6

丶

っ　寸≡三。　姆丶」L の　：『　と　よ　　り　、　　成蝕其R　
一
ご σ）累 ！粢こ（1）軟イヒ，窺 象 Lよ主　に」G撫 」 ノ、

一 ，一 が蘭ぷし 、 〔飾 繊維 の 物断、及 ボ 細飽固の

P・dih・ ma の 鰡 k よ穴 断 論 の と鬼 栃 3 。

一 太 過熟碓 う組繍 壞  ・

杁 1
）イ・）ls… b‘し3 ×ψ 熈 、 融 礁 細 、e一卿 ・

昏蜘 億 ど eq　AenknQftA“Lsan一今pawt秦が肉＃ し、　C撫 纎 維 E 埋 dt）　5

臙 レ が 命解育3 こ ヒ k よ つ て柱 じ 3 もの と 恩われ る 。 今後 、 こ れ∫の 全

髀酵素と細砲壁成r分t の 関運 、 及 「薩生三建1璋害（赤じケi現象、 ．冫らナヲ 、“7v　i））±11どt σt

痴係 1検討 寸3 。

　　ま 『ミ，、DNA量当りC紬胞数 当り）の 上 言ヒ1劈麦の ヲ言4当…は 、前
」
千度朝．皆した（鵡 」、

p膨 と同じ く、B巴大期 に お い て も決 して 減少 Lな く 、
一 定 も しく は増炉

し糞 。 即 5 、 肥 夫期 で の 新鮮重当りの ラ舌牲 の 識 少は欝素の 不 i活牲イヒ却身廨 に よ 5 も

の で ほ叡 い こ と さ 示峻 し蔦 。 ； 朮Sq 事実、鳳 ボ 細腔 当 りの 細胞壁成分や 生体戊分

の 蛸長な どサ 5 、 ．果実の 瓱激 な細｝抱肥夫 σ）過程 まも 考廴て 再 た い 。
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